
　

10
月
18
日
、
２
０
２
０
年
東

京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
に
向

け
て
秋
田
県
立
田
沢
湖
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
合
宿
中
の
タ
イ

の
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
を
生
保
内
中
学
校
の
生

徒
が
訪
問
、
車
い
す
に
乗
り
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
体
験
す

る
な
ど
、
選
手
と
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

今
年
６
月
に
仙
北
市
、
秋
田

県
、
タ
イ
王
国
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
、
同
国
車
い
す
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
が
、
車
い

す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
中
心

と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
関
す

る
基
本
合
意
書
を
取
り
交
わ
し

た
こ
と
か
ら
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
強
化
合
宿
に
は
、
監
督
、

コ
ー
チ
、
選
手
ら
14
人
が
参
加
。

10
月
16
日
か
ら
23
日
ま
で
の
８

日
間
滞
在
し
、
同
セ
ン
タ
ー
で

基
礎
練
習
の
ほ
か
、
試
合
形
式

に
よ
る
実
践
的
な
練
習
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
同
校
の
２

年
生
34
人
が
訪
れ
、シ
ュ
ー

ト
練
習
や
紅
白
戦
を
観
戦

後
に
実
際
に
競
技
用
の
車

い
す
に
乗
り
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
体
験
し
ま
し

生保内中学校生徒が車いすバスケットボールを体験

た
。

　

車
い
す
に
初
め
て
乗
っ
た
と

い
う
加
藤
桃
明
さ
ん
は
「
車
い

す
は
軽
い
力
で
操
作
で
き
た
け

ど
、力
加
減
が
難
し
か
っ
た
」と
、

同
じ
く
鈴
木
煌
野
さ
ん
は
「
車

い
す
に
乗
っ
て
の
シ
ュ
ー
ト
は

腕
の
力
が
必
要
で
難
し
か
っ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。女
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い
る

と
い
う
２
人
は
「
楽
し
か
っ
た

の
で
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
や
っ

て
み
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

車いすに乗ってシュートを体験。

タイ・車いすバスケットボールチーム強化合宿

車いすを自由自在に操作しプレーする選手たち。

　
10
月
28
日
か
ら
11
月
2
日
ま
で
、
令
和
元
年

台
風
19
号
の
被
害
を
受
け
た
宮
城
県
角
田
市
へ

仙
北
市
か
ら
応
援
職
員
２
人
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　
角
田
市
は
10
月
31
日
現
在
、
死
者
１
人
、
床

上
浸
水
７
３
６
世
帯
、
床
下
浸
水
８
０
６
世
帯

の
被
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
地
で
の
業
務
を
終
え
た
税
務
課
の
原
勉
参

事
は
「
初
め
て
の
災
害
派
遣
だ
っ
た
が
、
仙
北

市
も
災
害
派
遣
の
経
験
を
も
っ
と
積
み
、
被
災

地
へ
の
積
極
的
な
支
援
を
目
指
す
必
要
性
を
感

じ
た
と
と
も
に
、
仙
北
市
で
災
害
が
発
生
し
た

場
合
の
迅
速
な
対
応
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る

と
思
っ
た
。
今
回
、
参
加
し
た
私
た
ち
２
人
が
、

こ
の
経
験
を
他
の
職
員
や
市
民
の
方
々
に
発
信

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
る
」
と
話
し

ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
く
業
務
に
あ
た
っ
た
田

沢
湖
地
域
セ
ン
タ
ー
の
佐
々
木
駿
輔
主
任
は「
仙

北
市
で
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
活
用
で
き
る

よ
う
に
、
今
回
の
経
験
を
仙
北
市
の
経
験
と
し

て
共
有
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

台風 19 号被災地の支援に
市職員が宮城県角田市へ

被災家屋の調査の様子（10 月 29 日撮影）。

各
種
目
１
位
〈
敬
称
略
〉
▼
１
年
女
子
60
ｍ 

鈴
木
柚
乃
（
角
館

陸
上
ス
ポ
少
）
▼
１
年
男
子
60
ｍ 

浅
利
泉
吹
（
桧
木
内
ラ
ン
ナ
ー

ズ
）
▼
２
年
女
子
80
ｍ 

田
口
愛
唯
（
生
保
内
ジ
ュ
ニ
ア
Ｒ
Ｃ
）
▼

２
年
男
子
80
ｍ 

藤
原
拓
馬
（
生
保
内
ジ
ュ
ニ
ア
Ｒ
Ｃ
）
▼
３
年

女
子
80
ｍ 

高
橋
凛
（
西
明
寺
小
）
▼
３
年
男
子
80
ｍ 

能
美
榛
真

（
角
館
陸
上
ス
ポ
少
）
▼
４
年
女
子
１
０
０
ｍ 

石
郷
岡
怜
（
西
明

寺
小
）▼
４
年
男
子
１
０
０
ｍ 

柴
田
優
星（
田
沢
湖
イ
ー
グ
ル
ス
）

▼
５
年
女
子
１
０
０
ｍ 

武
藤
桜
南
（
桧
木
内
ラ
ン
ナ
ー
ズ
）
▼

５
年
男
子
１
０
０
ｍ 

佐
藤
奏
汰
（
角
館
陸
上
ス
ポ
少
）
▼
６
年

女
子
１
０
０
ｍ 

畠
山
紗
依
（
西
明
寺
小
）
▼
６
年
男
子
１
０
０

ｍ 

戸
澤
清
志
郎
（
角
館
陸
上
ス
ポ
少
）
▼
女
子
２
０
０
ｍ 

浅
利

麻
帆
（
桧
木
内
ラ
ン
ナ
ー
ズ
）
▼
男
子
２
０
０
ｍ 

酒
出
梓
正
（
生

保
内
ジ
ュ
ニ
ア
Ｒ
Ｃ
）▼
女
子
８
０
０
ｍ 

吉
田
莉
奈（
西
明
寺
小
）

▼
男
子
１
０
０
０
ｍ 

藤
原
北
斗
（
角
館
陸
上
ス
ポ
少
）
▼
女
子

４
０
０
ｍ
Ｒ 

佐
藤・吉
田・木
村・石
郷
岡
（
角
館
陸
上
ス
ポ
少
Ａ
）

▼
男
子
４
０
０
ｍ
Ｒ 

佐
藤
・
伊
藤
・
江
橋
・
戸
澤
（
角
館
陸
上

ス
ポ
少
Ａ
）
▼
男
子
走
高
跳 

小
山
田
輝
（
西
明
寺
小
）
▼
女
子

走
幅
跳 

佐
藤
澪
南
（
角
館
陸
上
ス
ポ
少
）
▼
男
子
走
幅
跳 

佐
藤

立
樹
（
生
保
内
ジ
ュ
ニ
ア
Ｒ
Ｃ
）
▼
女
子
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル

投
げ 

伊
藤
媛
音
（
西
明
寺
小
）
▼
男
子
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル

投
げ 

新
記
録 

佐
藤
奏
汰
（
角
館
陸
上
ス
ポ
少
）

走・跳・投で競い合う
仙北市小学生陸上競技大会

　10 月 14 日、 生保内中学校陸上競技場

で仙北市小学生陸上競技大会が開催され

ました。 大会結果は左記のとおりです。

走・跳・投

　

10
月
25
日
、
国
土
交
通
省
角
館
国
道
維
持

出
張
所
で
国
道
46
号
の
除
雪
安
全
祈
願
祭
と

除
雪
機
械
出
動
式
が
行
わ
れ
、
関
係
者
約
60

人
が
出
席
、
作
業
中
の
無
事
故
と
冬
期
間
の

道
路
交
通
の
確
保
を
誓
い
ま
し
た
。

　

安
全
祈
願
祭
に
続
き
行
わ
れ
た
出
動
式
で

は
、
応
援
に
駆
け
つ
け
た
角
館
こ
ど
も
園
の

園
児
た
ち
が
安
全
運
転
の
願
い
を
込
め
て
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
に
「
気
を
つ
け
て
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
」
な
ど
と
激
励
し
な
が
ら
大
き
な
カ

ギ
を
渡
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
園
児
た
ち
は
除
雪
機
械
の
体
験
乗

車
や
雪
を
よ
け
る
「
ス
ノ
ー
プ
ラ
ウ
」
に
お

絵
か
き
す
る
な
ど
、
冬
期
間
の
道
路
を
守
る

強
い
味
方
に
ふ
れ
ま
し
た
。

除
雪
安
全
祈
願
祭

除
雪
機
械
出
動
式

国道46号

安全運転でお願いします !

　
こ
の
た
び
、「
令
和
元
年
秋
田
県
文
化
功
労
者
表
彰
式
」
が
秋
田
県

庁
正
庁
で
行
わ
れ
、
有
限
会
社
鶴
の
湯
温
泉
の
代
表
取
締
役
会
長
で
、

一
般
社
団
法
人
田
沢
湖
・
角
館
観
光
協
会
会
長
の
佐
藤
和
志
さ
ん
が
、

秋
田
県
の
観
光
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
と
し
て
、
文
化
功
労
章
を
受
章

し
ま
し
た
。

　
文
化
功
労
章
は
、文
芸
、技
芸
、美
術
や
教
育
、社
会
福
祉
、農
林
業
、

産
業
な
ど
各
分
野
に
お
い
て
、
秋
田
県
の
文
化
の
向
上
発
展
に
卓
越

し
た
功
績
の
あ
る
個
人
ま
た
は
団
体
の
事
績
を
称
え
る
も
の
で
、
佐

藤
さ
ん
は
、
鶴
の
湯
温
泉
の
再
生
を
通
し
て
魅
力
あ
る
温
泉
宿
の
実

現
と
乳
頭
温
泉
郷
を
は
じ
め
と
し
た
同
地
域
の
観
光
資
源
の
知
名
度

向
上
に
取
り
組
み
、
秋
田
県
の
観
光
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
と
し
て
今

回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　
10
月
28
日
、
田
沢

湖
庁
舎
に
報
告
に
訪

れ
た
佐
藤
さ
ん
は
、

「
観
光
の
分
野
で
評

価
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
と
て
も
感
謝
し

て
い
る
。
観
光
振
興

は
一
人
で
は
で
き
な

い
こ
と
な
の
で
、
今

後
は
行
政
は
も
ち
ろ

ん
、
色
々
な
団
体
と

協
力
し
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

観
光
振
興
に
尽
力

佐
藤
和
志
さ
ん
が

文
化
功
労
章
を
受
章
　
　文化功労章を受章した佐藤和志さん（左）と奥様のとし子さん（右）。

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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10
月
26
日
・
27
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
神
代
市
民
体
育
館
を
主
会
場

に
「
第
15
回
仙
北
市
産
業
祭
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
農
産
物
等
品
評
会
で
は

２
７
１
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

夏
場
の
高
温
や
干
ば
つ
が
続
く
な

ど
、
農
産
物
に
は
厳
し
い
環
境
で
し

た
が
、
ど
の
部
門
で
も
天
候
や
災
害

に
対
応
し
た
努
力
に
高
い
評
価
を
受

け
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
門
脇
市
長
は
「
１
年
間

の
営
み
の
集
大
成
を
産
業
祭
で
見
て

い
た
だ
き
、
来
年
に
む
け
た
様
々
な

活
動
の
情
熱
を
さ
ら
に
確
認
し
あ
い

た
い
」、
仙
北
市
商
工
会
の
堺
研
太

郎
会
長
は
「
仙
北
市
に
は
魅
力
的
な

農
産
品
が
地
元
の
方
の
技
術
に
よ
っ

て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
若
い
方
が
農
業
の

仕
事
を
し
た
い
と
思
う
き
っ
か
け
に

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

神
代
市
民
体
育
館
で
は
農
産
物
な

ど
の
展
示
の
ほ
か
、
西
木
町
く
り
っ
こ

太
鼓
の
演
奏
や
、
神
代
小
学
校
器
楽

部
に
よ
る
演
奏
、
神
代
こ
ど
も
園
の

園
児
た
ち
に
よ
る
発
表
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
ま
た
、
梅
若
会
に
よ
る

民
謡
シ
ョ
ー
で
は
迫
力
あ
る
プ
ロ
の
歌

声
で
多
く
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

駐
車
場
で
は
、
藤
波
舞
踊
団
に
よ

る
演
芸
会
が
行
わ
れ
、
来
場
者
と
共

演
す
る
場
面
も
あ
り
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に

菊
花
の
部
入
賞
者（
敬
称
略
）

【
大
菊
（
厚
物
・
紬
物
）】

最
優
秀
賞　
古
郡
一
美

優
秀
賞　
古
郡
一
美

優
良
賞　
柏
谷
朝
二

　
　
　
　
　
　

 

武
藤
長
衛

努
力
賞　
熊
谷
廣
勝

　
　
　
　
　
　

 

太
田
弘

　
　
　
　
　
　

 

加
賀
谷
一
男

　
　
　
　
　
　

 

千
葉
肇

農林産物等品評会特別賞受賞者
                                    ※敬称略 (　) 内は地区

大根／青柳聡子（角館町）
白菜「秋の祭典」／新山良和（田沢湖）
籐細工籠「乱れ編み」／冨木真喜子（西木町）

仙北市長賞

秋田県農業協同組合中央会長賞

キャベツ／高橋博子（田沢湖）
にんにく／田本熊夫（西木町）
ミニトマト「アンジェレ」／万六ファーム（田沢湖）

仙北市議会議長賞

山の芋／藤川智裕（田沢湖）

秋田おばこ農業協同組合代表理事組合長賞

ほうれん草／新山悦男（西木町）
キャベツ／田口せい子（西木町）
ねぎ／草彅晃（角館町）

も
地
元
の
方
に
よ
る
出
店
や
交
通
安

全
体
験
、
武
道
館
で
は
木
工
・
ク
ラ

フ
ト
体
験
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
仕
様
の
お

昼
寝
ア
ー
ト
な
ど
も
行
わ
れ
、
来
場

者
が
楽
し
め
る
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

仙北市商工会長賞

ビッ栗ようかん／佐藤イヨ（西木町）

秋田県農業共済組合組合長理事賞

金時豆／桜田礼子（西木町）

仙北東森林組合代表理事組合長賞

西明寺栗 3L ／八柳茂（西木町）

仙北市農業委員会長賞

長芋／千田京子（田沢湖）

秋田県たばこ耕作組合長賞

葉たばこ／木村明夫（角館町）

第 15 回
仙北市産業祭

農・商・工が手をつないで

交
通
安
全
功
労
者
表
彰
（
敬
称
略
）

【
個
人
表
彰
】

▼
田
口
武
美
（
仙
北
地
区
交
通
安

全
協
会
生
保
内
支
部
）

▼
小
林
寛
（
同
中
川
支
部
）

▼
阿
部
高
美
（
同
桧
木
内
支
部
）

▼
田
中
德
夫
（
元
仙
北
市
交
通
指

導
隊
員
）

▼
田
村
萬
里
子
（
同
）

【
団
体
表
彰
】

仙
北
地
区
交
通
安
全
協
会
生
保
内

支
部
婦
人
部

　
10
月
22
日
、
仙
北
市
民
会
館
で
交
通
安
全
市
民

大
会
が
行
わ
れ
、
関
係
団
体
や
市
民
な
ど
お
よ
そ

２
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
長
年
、
交
通
安
全
の
推
進
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
5
個
人
・
1
団
体
に
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
を

受
賞
し
た
ほ
か
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
秋
田
県
警
察
音
楽
隊

の
演
奏
と
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と

と
も
に
ア
ン
コ
ー
ル
を
含
め
全
10
曲
が
披
露
さ
れ
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社
秋
田
主
管
支

店
よ
り
「
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
」
と
題
し
て
、
歩

行
者
の
明
る
い
服
装
や
反
射
材
の
有
効
性
と
、
車
の

ロ
ー
ビ
ー
ム
・
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
見
え
方
を
紹
介
。

　
ま
た
、
株
式
会
社
秋
田
銀
行
の
講
演
で
は
「
最
近

の
特
殊
詐
欺
の
特
徴
」

と
題
し
て
、
仙
北
警
察

署
に
よ
る
寸
劇
で
、
実

際
の
特
殊
詐
欺
の
手
口

と
被
害
の
防
止
策
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
不
幸
な

事
故
を
な
く
す
た
め

の
四
つ
の
決
意
を
参

加
者
全
員
で
宣
言
し
、

大
会
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

仙北警察署による寸劇の様子。

５個人 1 団体が表彰されました。

仙
北
市
交
通
安
全
市
民
大
会

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
図
る

　

令
和
元
年
度
仙
北
市
農
業
賞
の
表

彰
式
が
10
月
26
日
に
産
業
祭
の
褒
賞

授
与
式
に
先
立
ち
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

仙
北
市
農
業
賞
は
、
農
業
に
従
事

し
、
農
業
の
振
興
に
貢
献
し
て
い
る

方
を
表
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
受
賞

者
の
社
会
的
地
位
の
向
上
と
農
業
の

発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
28
年
度
か
ら
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
選
考
は
、
農
業
関
係
団

体
が
個
人
や
団
体
を
推
薦
し
、
市
や

県
、
Ｊ
Ａ
な
ど
で
構
成
す
る
選
考
委

員
会
で
審
査
を
行
い
決
定
し
ま
し
た
。

【
受
賞
者
の
主
な
功
績
】

◆
真
崎
勇
さ
ん

　

リ
ン
ド
ウ
を
始
め
、
ア
ス
タ
ー
な
ど

の
様
々
な
花
き
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
高
い
栽
培
技
術
と
優
れ
た
経
営
感

覚
で
安
定
し
た
経
営
を
実
践
し
て
い
る
。

　

特
に
リ
ン
ド
ウ
栽
培
は
県
内
で
も
導

入
が
早
く
優
れ
た
先
見
性
が
あ
る
。
ま

た
、
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
花
き
部
会
で
は

リ
ン
ド
ウ
専
門
部
会
長
を
長
年
務
め
、

地
域
の
花
き
栽
培
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

栽
培
指
導
を
積
極
的
に
行
い
、
地
域
の

花
き
振
興
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

◆
草
彅
晃
さ
ん

　

複
合
品
目
と
し
て
、
ね
ぎ
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
経
営
の
中
心
と
し
て
お
り
、
仙
北

農業賞を受賞した真崎勇さん（右）と草彅晃さん（左）。中
央は門脇市長。

地
区
の
ね
ぎ
生
産
の
本
格
的
な
導
入
に

長
年
尽
力
し
て
き
た
。
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば

こ
管
内
で
は
順
調
に
生
産
が
拡
大
さ
れ

平
成
29
年
に
は
22
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
販
売

額
８
９
０
０
万
円
と
な
り
、
同
年
７
月

に
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
ね
ぎ
部
会
が
発
足

し
、
初
代
ね
ぎ
部
会
長
に
就
任
し
て
い

る
。
翌
年
の
平
成
30
年
に
販
売
額
１
憶

円
を
突
破
し
た
。
夏
ど
り
か
ら
秋
ど
り

ま
で
効
率
よ
く
収
穫
で
き
る
よ
う
に
適

正
に
作
型
を
配
分
し
、
高
い
技
術
力
で

収
益
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
近
年
増

え
て
き
て
い
る
新
規
の
栽
培
者
に
対
し

て
も
熱
心
に
指
導
し
て
い
る
。

　

今
年
度
か
ら
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
で
ね

ぎ
の
準
園
芸
指
導
員
と
し
て
更
な
る
ね

ぎ
の
産
地
拡
大
に
寄
与
し
て
い
る
。

仙
北
市
農
業
賞
表
彰
式

令
和
元
年
度
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～輝くとき栄光
　

10
月
５
日
、
県
南
の
中
学
生
が

地
元
の
企
業
や
団
体
な
ど
を
訪
問

し
、
業
務
内
容
な
ど
を
聞
い
て
生

徒
自
身
が
考
え
た
地
域
活
性
化
の

プ
ラ
ン
を
発
表
す
る
「
第
１
回
秋

田
活
性
化
中
学
生
選
手
権
県
南
大

会
」
が
か
ま
く
ら
館
（
横
手
市
）

で
開
催
さ
れ
、
角
館
中
学
校
が
優

秀
校
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

県
南
の
４
市
８
校
の
生
徒
が
参

加
し
た
今
大
会
、
角
館
中
学
校
３

年
の
髙
根
日
愛
さ
ん
、
鈴
木
杏
那

さ
ん
、
進
藤
千
寛
さ
ん
は
、
角
館

町
の
有
限
会
社
青
柳
家
を
数
回
訪

れ
て
観
光
プ
ラ
ン
を
検
討
し
、
観

光
客
向
け
に
考
え
た
10
の

プ
ラ
ン
を
発
表
し
ま
し

た
。

　
日
本
人
観
光
客
向
け
に

は
、
江
戸
時
代
の
武
士
と

農
民
の
料
理
の
食
べ
比
べ

を
す
る
プ
ラ
ン
、
外
国
人

観
光
客
向
け
に
は
、
和
装

で
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
を
挙
げ

て
も
ら
う
プ
ラ
ン
な
ど
武

家
屋
敷
の
特
徴
を
生
か
し

た
ア
イ
デ
ア
を
発
表
し
ま

左から、山本暢三校長、進藤千寛さん、髙根日愛さん、
鈴木杏那さん、熊谷教育長。

観
光
プ
ラ
ン
で
地
域
を
活
性
化

　
　
　
　
　
角
館
中
学
校
が
優
秀
校
に  

し
た
。

　

髙
根
日
愛
さ
ん
は
「
優
秀
校
と

発
表
さ
れ
た
時
は
と
て
も
び
っ
く

り
し
た
。
全
県
大
会
で
は
プ
レ
ゼ

ン
能
力
を
身
に
つ
け
、レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
し
て
臨
み
た
い
」
と
、
鈴
木
杏

那
さ
ん
は
「
全
県
大
会
は
自
信
を

持
っ
て
発
表
し
た
い
」、
進
藤
千
寛

さ
ん
は
「
伝
え
る
こ
と
を
意
識
し

て
頑
張
り
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
意

気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

優
秀
校
と
な
っ
た
角
館
中
学
校

は
11
月
９
日
に
さ
き
が
け
ホ
ー
ル

（
秋
田
市
）
で
開
催
さ
れ
た
全
県
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。

第
１
回
秋
田
活
性
化
中
学
生
選
手
権
県
南
大
会

　
10
月
19
日
、
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
秋
田
県
予
選
会
が
大
館
市
高
館
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
、
仙
北
市
ジ
ュ
ニ
ア
の
澤
山
・
小
室
（
秋
田
市
ジ
ュ
ニ
ア
）
ペ

ア
が
第
３
位
に
入
り
、
見
事
全
国
大

会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
女
子
５
年
生
の
部
に
出
場
し
た
澤

山
・
小
室
ペ
ア
は
、
準
決
勝
で
惜
敗

し
た
も
の
の
、
３
位
決
定
戦
で
勝
利

し
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
は
、
令
和
２
年
３
月
29

日
か
ら
３
日
間
の
日
程
で
千
葉
県
白

子
町
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
澤
山
こ
こ
ろ
さ
ん
（
右
・
西
明
寺
小

5
年
）
と
小
室
柚
菜
さ
ん
（
左
・
牛
島
小
5
年
）
ペ
ア
。

全国小学生ソフトテニス大会
秋田県予選会

澤山・小室ペア
全国大会へ

　
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
３
年

９
月
30
日
ま
で
の
２
年
間
、
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
各
相
談
員
業
務
が
委
託
さ
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

(

敬
称
略)

◆ 

戦
傷
病
者
相
談
員　
佐
藤
公
平

住
所　
角
館
町
七
日
町

☎(

53)

３
７
７
７

相
談
内
容　
戦
没
者
遺
族
の
各
種
年

金
・
給
付
金
な
ど
に
関
す
る
相
談
、
生

活
上
の
問
題
や
利
用
可
能
な
福
祉
制
度

な
ど
に
関
す
る
相
談

住
所　
田
沢
湖
角
館
東
前
郷
字
七
ツ
関

☎(

44)

３
５
２
８

相
談
内
容　
戦
傷
病
者
の
各
種
年
金
・

給
付
金
な
ど
に
関
す
る
相
談
、
生
活
上

の
問
題
や
利
用
可
能
な
福
祉
制
度
な
ど

に
関
す
る
相
談

戦
傷
病
者
相
談
員
と
戦
没
者
遺

族
相
談
員
が
決
定
さ
れ
ま
し
た

◆ 

戦
没
者
遺
族
相
談
員　
武
藤
啓
司

◆ 

戦
没
者
遺
族
相
談
員

　

10
月
20
日
、
仙
北
市
民
会
館
で
「
陸
上

自
衛
隊
東
北
方
面
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
か
ら
映

画
の
名
曲
ま
で
、
多
彩
な
楽
曲
を
華
や
か

に
、
時
に
は
力
強
く
演
奏
し
、
聴
衆
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
ア
ン
コ
ー
ル
で
、

ア
イ
ノ
カ
タ
チ
と
宝
島
が
演
奏
さ
れ
、
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
に
あ
た
り
、
仙
北

市
自
衛
隊
家
族
会
の
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

響
き
渡
る
大
迫
力
の
演
奏

会場には多彩な演奏が響きわたり、聴衆を魅了しました。

陸
上
自
衛
隊

東
北
方
面
音
楽
隊

コ
ン
サ
ー
ト

佐々木雄さん（角館小 4 年）
高橋凛さん（西明寺小 3 年）

実戦空手道武心会

　
３
月
３
日
に
八
戸
市
体
育
館
（
青
森
県
）

で
開
催
さ
れ
た
「
第
13
回
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｏ
全
日

本
空
手
道
選
手
権
大
会
東
北
地
区
選
抜
大

会
」
に
実
戦
空
手
道
武
心
会
の
佐
々
木
雄

さ
ん
が
出
場
、
小
学
３
年
男
子
重
量
級
で

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
21
日

に
山
形
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
山

形
県
）
で
「
同
東
北
地
区
最
終
選
抜
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
同
じ
く
高
橋
凛
さ
ん
が
出

場
、
小
学
３
年
女
子
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｏ
全
日
本
大
会
に
昨
年
に
続
き

出
場
す
る
佐
々
木
雄
さ
ん
は
「
東
北
大
会

は
納
得
で
き
る
試
合
で
は
な
か
っ
た
。
全

国
大
会
は
優
勝
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
」
と
力
強
く
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
全
日
本
大
会
に
初
め
て
出
場
す
る

高
橋
凛
さ
ん
は
「
試
合
で
勝
つ
と
と
て
も

嬉
し
い
。
全
国
大
会
で
も
勝
ち
た
い
」
と

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
指
導
に
あ
た
る
湯

澤
浩
一
師
範
は
「
こ
れ
ま
で
練
習
し
て
き

た
こ
と
を
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
１
０
０
％

出
し
て
欲
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
２
人
は
11
月
４
日
に
国
立

代
々
木
競
技
場
第
一
体
育
館
（
東
京
都
）

で
開
催
さ
れ
た
「
第
13
回
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｏ
全
日

本
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会
」
に
出

場
し
ま
し
た
。

全国大会へ

　
10
月
26
日
、
角
館
図
書
館
後
援
会

主
催
「
第
59
回
文
化
講
演
会
」
が
角

館
樺
細
工
伝
承
館
で
開
催
さ
れ
、
市

民
な
ど
お
よ
そ
１
２
０
人
が
来
場
し

ま
し
た
。

　

講
師
に
芥
川
賞
や
女
流
文
学
賞
、

谷
崎
潤
一
郎
賞
な
ど
、
数
々
の
文
学

賞
を
受
賞
し
て
い
る
作
家
の
髙
樹

の
ぶ
子
さ
ん
を
迎
え
、「
言
葉
と
私
」

と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
髙
樹
さ
ん
は
、
現
在
新
聞

で
連
載
し
て
い
る
平
安
時
代
の
小
説

「
伊
勢
物
語
」
の
主
人
公
と
い
わ
れ

る
在
原
業
平
の
一
代
記
の
執
筆
で
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
「
私
は

常
々
言
葉
な
く
し
て
感
性
は
な
い
と

文化講演会
角館図書館後援会主催

思
っ
て
い
る
。
今
は
、
平
安
時
代
の

言
葉
と
格
闘
し
な
が
ら
当
時
の
人
々

の
感
情
や
感
性
を
探
っ
て
い
る
が
、

言
葉
を
知
る
こ
と
で
自
分
の
中
の
感

性
が
増
え
、
自
分
を
育
て
る
こ
と
に

な
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、自
身
の
執
筆
活
動
か
ら「
何

か
と
格
闘
す
る
こ
と
は
必
死
に
自
分

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
か
け
て
生
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
。
自
分
の
人
生
に
真

剣
に
向
き
合
っ
て
頑
張
っ
て
欲
し

い
」
と
来
場
者
に
向
け
て
話
し
ま
し

た
。

　
講
演
の
最
後
に
は
髙
樹
さ
ん
へ
の

質
問
の
時
間
が
設
け
ら
れ
、
来
場
者

か
ら
の
秋
田
弁
の
や
り
取
り
に
会
場

か
ら
笑
い
が
起
き
る
な
ど
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
講
演
は
終
わ
り
ま

し
た
。

自
身
の
生
い
立
ち
な
ど
も
話
し
た
髙
樹
さ
ん
。
来
場
者
は
興
味
深
い
内

容
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

講
演
会
終
了
後
に
は
サ
イ
ン
会
も
行
わ
れ
、
訪
れ

た
方
々
が
列
を
作
り
ま
し
た
。

右から佐々木雄さん、高橋凛さん、実戦空手道武心会
の湯澤浩一師範。

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

7 広報せんぼく 6Semboku  City  Public  Relations2019-11-16


